
ママと
赤ちゃんの
復興
赤ちゃんがお腹の中にいるのは、人生の中でたったの９ヶ月。
だからなのか震災時の妊婦のことは、経験もノウハウも受け継がれにくい傾向にあります。
でも、被災した妊婦がどうお腹の子を守り、産み、育てたのかを伝えることは、
この街を素敵にしていくためにとても重要なことではないでしょうか。
だって新しい命を守ること、増やすことは、まちづくりの起点なのですから。
石巻から“妊婦と防災”について、震災時に妊婦だったママ、医療関係者、行政関係者が
一緒に考えるシンポジウム。妊婦さん、関心のあるすべての方の参加をお待ちしています！ 

お腹の赤ちゃんも震災から守ってあげよう。

2014年10月24日

主催

場所

共催

協力

後援

「石巻市向陽地区コミュニティセンター」石巻市向陽町4-9-11

東北すくすくネットワーク

石巻市　社会福祉法人石巻市社会福祉協議会　お産と子育てにつよいまちづくりチーム

●特定非営利活動法人ベビースマイル石巻
●「復興・防災まちづくりとジェンダー ―生活再建と制度設計に関する国際比較研究」
　文部科学省学術研究助成基金助成金基盤研究（Ｂ）課題番号 25301013。平成 25～27 年度。研究代表者 山地久美子

●「過疎と災害に resilient な妊産婦支援ネットワークの構築のための基盤的研究」
　文部科学省学術研究助成基金助成金基盤研究（Ｃ）課題番号 25380869。平成 25～27 年度。研究代表者 田間泰子

震災から守災から守っってあげようてあげよう
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金

石巻市役所
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三
陸
自
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道

石巻別街道

石巻市向陽地区
コミュニティセンター

入場無料
＆

託児あり

妊婦さんは何
が

大変だったの
？

避難所で
どうやって
出産したの？

赤ちゃん向けの
防災計画はある？

お申込み方法 電話・FAX･メールにて10月00日まで受け付けております。



被災時の経験と復興の歩みについて

babysmileishinomaki @ yahoo.co.jp

お申込みは「NPOべビースマイル石巻」にて受け付けております

電話で

メールで

0225-24-8304（平日10：00～14：00）
FAXで 0225-24-8305お申し込み書にご記入の上、 まで送信ください。

ママと赤ちゃんの復興 お申込み書 10月00日締切

託児 希望する  ・ 希 望 し な い

●お申し込み書の内容をお知らせください。

名前

託児希望の 
お子さんについて

住 所

電 話
番 号

ふりがな

年 齢

メールアドレス

歳
男 ･ 女性 別

ふりがな

〒

名前

アレルギーなど
注意事項

年齢　　 歳　　ヶ月

性別　    男  ･  女

託児希望の 
お子さんについて

ふりがな

名 前

アレルギーなど
注意事項

年齢　　 歳　　ヶ月

性別　    男  ･  女

石巻赤十字病院の経験と取り組み

真坂雪衣 看護師長

避難所での出産
あべクリニック産科婦人科  
小田嶋清美 助産師

東日本大震災の体験

妊産婦当事者

石巻市役所の取り組み

防災計画課

※上記報告のあと２０分程度のフロアとの意見交換もあります。


